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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成 25 年４月１日～平成 25 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、政府

の経済政策や日本銀行の金融政策を受けて、輸出関連企業を中心に収益の改善が見られますが、新興国・資

源国経済の動向、欧州債務問題の今後の展開などのリスク要因もあり、楽観視できない状況が続いております。 

砂糖業界におきましては、消費者の低甘味嗜好を背景に、安価な輸入加糖調製品や高甘味度人工甘味料

の増加などから砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が依然として続いております。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比 0.7％減の 41,884 百万円とな

り、経常利益は前年同期比 104.6％増の 497 百万円、四半期純利益は前年同期比 457.0％増の 273 百万円と

なりました。 

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

＜砂糖事業＞ 

砂糖セグメントにおきましては、前年同期に比べ販売価格が下落したことを受け、売上高は前年同期比

0.9％減の 29,887 百万円となりました。一方、平成 25 年産原料甜菜が低収量・低糖分だったものの、効率

的な製糖作業に努め前年同期に比べ損失幅は縮小し、211 百万円のセグメント損失（前年同期は 871 百万円

のセグメント損失）となりました。 

＜食品事業＞ 

食品セグメントの売上高は前年同期比 0.7％減の 1,796 百万円となり、35 百万円のセグメント損失（前

年同期は77百万円のセグメント損失）となりました。 

＜飼料事業＞ 

飼料セグメントの売上高は前年同期比 3.1％増の 6,177 百万円となりましたが、配合飼料の原材料価格上

昇やビートパルプの販売量減少により、137 百万円のセグメント損失（前年同期は 247 百万円のセグメント

利益）となりました。 

＜農業資材事業＞ 

農業資材セグメントの売上高は前年同期比 10.5％減の 1,899 百万円となり、セグメント利益は前年同期

比65.9％減の44百万円となりました。 

＜不動産事業＞ 

不動産セグメントはほぼ前年同期並となり、売上高は 958 百万円、セグメント利益は 612 百万円となり

ました。 

＜その他＞ 

その他のセグメントの売上高は前年同期比 2.6％増の 1,164 百万円となりましたが、セグメント利益は前

年同期比54.9％減の57百万円となりました。 

 

（注）セグメント利益または損失は、営業利益または損失であります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 11,756 百万円増の 90,202 百万円で、こ

のうち流動資産は、主にたな卸資産の増加により前連結会計年度末比 7,328 百万円増の 50,823 百万円とな

り、固定資産は、主に投資有価証券の時価の上昇により前連結会計年度末比 4,427 百万円増の 39,379 百万

円となりました。 

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 9,790 百万円増の 32,268 百万円で、このうち流動負債は、主

に短期借入金の増加により前連結会計年度末比 8,333 百万円増の 22,413 百万円となり、固定負債は、主に

繰延税金負債の増加により前連結会計年度末比1,456百万円増の9,855百万円となりました。 

純資産は、主にその他有価証券評価差額金の増加により前連結会計年度末比 1,966 百万円増の 57,934 百

万円となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 25 年 11 月 12 日に公表いたしました連結業績予

想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消

が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高  

外部顧客への売上高 30,159 1,808 5,991 2,123 956 41,038 1,134 42,173

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
1 23 ― 2 64 92 5,616 5,709

計 30,160 1,832 5,991 2,125 1,021 41,131 6,751 47,882

セグメント利益 

又は損失（△） 
△871 △77 247 131 617 48 126 174

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 48 

「その他」の区分の利益 126 

セグメント間取引消去 △69 

その他の調整額 0 

四半期連結損益計算書の営業利益 106 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

 砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

売上高  

外部顧客への売上高 29,887 1,796 6,177 1,899 958 40,719 1,164 41,884

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
134 24 10 27 67 264 5,741 6,006

計 30,022 1,820 6,188 1,926 1,025 40,984 6,906 47,890

セグメント利益 

又は損失（△） 
△211 △35 △137 44 612 272 57 329

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物輸送、石油類の販売及びスポーツ施
設・書店の営業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 272 

「その他」の区分の利益 57 

セグメント間取引消去 △13 

その他の調整額 3 

四半期連結損益計算書の営業利益 319 
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